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第２０２４回例会（2010 年 4 月 6 日） 

点鐘            大作会長 

ロータリーソング 「君が代」「奉仕の理想」 

四つのテストの唱和    渡辺 孝会員 

入会式 

3月 31日で凸版印刷の黒岩会員が転勤になり後

任として渡辺二郎さんが当クラブに入会するこ

とになりました。 

 

ご挨拶            渡辺二郎様 

 皆さんこんにちは。今日から入会をさせてい

ただきます渡辺です。私は昭和 53 年の入社以来

ずっと研究職をやってきておりまして、3 月ま

では凸版印刷総合研究所の副所長をやらせてい

ただいておりました。会社の方針で管理職を減

らそうということで 4 月からは初めて主任研究

員という役職になりました。平成 1 年、昭和 63

年の高野台駅のオープンと同時に研究所も始ま

り、私はずっと研究開発に勤しんできました。

今までは秋葉原に住んでおりましたが、4 月の

中旬には幸手団地に住む予定です。住まいも近

くなりますし、出来るだけ例会には出席をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

つもりでおりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 

結婚祝・誕生祝         落合会員 

 今月の結婚祝は仁部会員、落合会員、細井会

員、誕生祝は金子会員の皆さんです。おめでと

うございます。とは言っても本日の出席は私 1

人ですので 4 人分をお祝いしたと思います。 

 

会長挨拶            大作会長 

 本日は凸版印刷の渡辺さん入会おめでとうご

ざいます。当クラブには渡辺さんが 3 人おりま

したので新しく入会された渡辺さんで 4 人にな

りますが、皆さんで楽しい例会にしていきたい

と思いますのでよろしくお願いします。 

 先ほどのお話にもありましたが、昭和 63 年に

凸版印刷の総合研究所が杉戸町に出来た時には

みんな驚いたものです。超一流の会社の研究所

がこんなに身近なところに出来たわけですから、

杉戸町も益々発展していくものと思っておりま

した。しかしなかなか思うようにはいきません

が、渡辺さんのような立派な方に入会して頂い

て、是非とも専門職の立場からいろいろなお話
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を聞かせていただけたらと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

理事会報告           篠原幹事 

① 4 月、5 月のプログラムについて 

4 月 20 日→蕎麦打ち例会 18：00～ 

     小川会員宅 

② 蕎麦打ち例会について 

・飲物等は親睦委員会で用意する。 

・奥様方にも声を掛けて参加をしてもらう。 

③ 出席率の向上について 

・会長、幹事、出席委員長で欠席が多い会

員に連絡、或いは訪問してみる。 

④ 冠婚葬祭の連絡について 

 ・基本的には慶弔規定に従うこととし、それ

以外はその年度の会長の判断に任せる。 

⑤ その他 

・年度ごとに会長の名前を杉戸警察署に知

らせる。 

 

幹事報告            篠原幹事  

①「ロータリーの森づくり」記念植樹へのご参

加ご協力のお願いがきております。 

②RI 会長賞申込締め切りについてがきており

ます。 

③「友」インターネット速報 No.421～422 がき

ております。 

④杉戸町国際交流協会より姉妹都市訪問の中止

についてのご連絡がきております。 

⑤交通遺児ご支援のお願いがきております。 

 

委員会報告 

親睦委員会           落合会員 

 まだ先のことになりますが、皆さんお忙し

方々なので早めに連絡をいたします。大昨年度

の打ち上げ日帰り旅行を下記の通りに計画を致

しましたので大勢の参加をお願いします。 

 日時   平成 22 年 6 月 29 日（火） 

 行き先  会津若松 塔のへつり・大内宿・ 

      さくらんぼ狩り・ 

集合場所 細い観光バス車庫前 ７：１５ 

参加費  会員 5,000 円 ご夫人 3,000 円 

雑誌紹介           渡辺孝会員 

 

 4 月は雑誌月

間ですのでいろ

いろな記事が載

っていますがそ

れらの中から抜

粋して紹介しま

す。 

 先ず横書きの２０P～２７P には「グレッグ・

モーテンソン」というタイトルでパキスタンの

村の長との偶然の出会いが登山家でありベスト

セラー作家である彼を教育者に変えた・・・ 

1993 年 9 月、気落ちした 1 人の登山家が、道に

迷ってパキスタン北東部にあるコルフェという

辺境の村にたどり着きました。地理的な条件が、

モーテンソン氏に運命をもたらしました。コル

フェの子どもたちが棒切れで土の上に字を書い

ているのを見て、彼は村に学校を建てる支援を

すると約束をしました。モーテンソン氏は、幼

稚園から空軍士官学校まで、1 年間にアメリカ

国内の約 200 の学校を訪れています。（彼はア

メリカ陸軍に勤務していました）。 

パキスタンには沢山のロータリークラブがあり

ます。アフガニスタンでは、ヘラート、ジャラ

ラバード、カブールにあります。あなたは地元

のロータリアンと活動を共にしますか？という

質問に対して・・・はい、パキスタンのロータ

リアンは都市部にいますが、私たちが活動する

のはへき地です。そのため私たちは、ロータリ

ークラブが農村部で年に 2 回の教員訓練をする

制度をつくり上げました。レンガやモルタルを

運び、学校を建てるのも一つの方法ですが、教

育の核となるのは教員です。 

絶え間ない危機によって、CAI の学校や子ども

たちがどのような被害をうけましたか？・・・

カブールから 2 時間ほど南にある学校が攻撃を

受け、14 人のタリバンが侵入してきました。彼

らは夜警をたたきのめし、生徒や教師を殺すと

脅しました。校長先生は 22 マイル（約 36ｋｍ）

を行き、地元のリーダーに知らせました。彼は

120 人の男たちを集めて民警団のようなラシュ



 

 

カを結成しました。彼らはタリバンを攻撃し、

そのうち 2 人を殺しました。さらに学校を閉鎖

させるためにタリバンに 3,000 ドルを渡してい

たムッラー（イスラム教の先生）がいたことが

明らかになりました。現在そのムッラーとタリ

バンたちは服役中です。地元の市民軍は、生徒

や教師に危害を加える人を射撃できるよう今も

現地にいます。 

タリバンはひどく原理的な「コーラン」の解釈

に基づき、女性教育に反対の立場をとっていま

す。その信条は、地域の少女たちにどのような

影響を与えますか？・・・2007 年からタリバン

は、アフガニスタンで 1000 校以上、パキスタン

では 850 校以上の学校を爆破したり、破壊した

り、閉鎖に追い込んできました。それらの約

90％が女子校です。タリバンから抜けた私たち

の教師は皆、母親からタリバンが行っているこ

とは良くないことで、イスラムの教えではない

と言って聞かせられたからです。タリバンが一

番恐れているのは弾丸ではなくペンである、と

私は考えています。 

アフガニスタンの女性たちが、教育を通じてタ

リバンに反旗を翻すことができると信じていま

すか？・・・タリバンは、女子校を目の敵にし

ています。2008 年 11 月にカンダハルにあるミ

ルワイス高校では、登校した 14 人の女子生徒が

酸を浴びせかけられました。2009 年 3 月には、

その 14 人全員が復学しましたが、その中には重

症のやけどを負った生徒もいました。しかし彼

女らは言いました。「私たちが学ぶのをやめさ

せようとするなら、私たちを殺すしかありませ

ん」と。学校がタリバンに破壊されると、多く

の場合、その学校は政府や支援グループから見

限られてしまいます。しかし、それらの村に戻

ってみると、学校の多くは再開されていたり、

こっそりと続けられていることがわかるでしょ

う。何の支援も受けていませんが、彼女らは困

難に屈してはいません。 

 同じく横書きの３０Ｐのガバナーのページに

は東京南ＲＣのガバナーの記事が載っておりま

すので紹介します。「山に緑を、幼な児には躾

を」ということで、日本の識字率はほとんど

100％ですね。世界では字が読めず書けずという

人がまだまだ多く、ロータリーの奉仕は大切な

ことですが、日本ではその代わりに幼児には躾

が必要だと思うのです。私は欧州などで長く働

きましたが、電車の中で子どもが座っていて老

人が乗ってきても立たないと、誰かがその子ど

もの首根っこをつかんで引っ張り上げる。一緒

に親がいたりすると、気がつかないですみませ

んと謝る。子どものしつけは皆でやらなければ

いけないという共通認識があるのですね。日本

でも子ども、特に幼子には、世界で通用する少

なくとも最低の社会道徳は教え込まねばならぬ

と思います。とのことです。 

 縦書きの２８Ｐのロータリーアットワークに

は上尾西ロータリークラブの「知的障害者家族

の交流支援」の記事がのっております。「クラブ

では 11 月 25 日、知的障害者をもつ家庭の皆さ

んの日ごろの疲れを癒してもらおうと、約 30

人を招いて移動例会を開き、激励した。これは

上尾市と市社会福祉協議会の協力を得、社会奉

仕事業として行ったもの。さいたま新都心にそ

びえる、ラフレさいたま 15 階の展望レストラン

で、バイキング形式の本格的な料理に舌鼓を打

ちながらの交流会になった。当日は、参加した

９団体のうち、公的な支援が薄く、運営に苦慮

している１施設に地区補助金を活用した支援金

の目録を贈呈。大変感謝をされました。 

 同じく縦書きの３１Ｐには「そろばんで世界

に」というタイトルで浦和ダイヤモンドロータ

リークラブの記事が載っておりますので読んで

みて下さい。 

出席報告          渡辺孝会員 

月日 会員数 出席 欠席 MU 出席率 

4/6 25 13 12 7 80% 

 

スマイル報告         渡辺孝会員 

渡辺二郎会員・・・今月より宜しくお願いしま

す。 

渡辺さん入会おめでとうございます。 

以下同文・・・会員全員 

 

       本日投入額  １５，０００円 

       累計額   ６５２，０００円        


